
〇 〇 〇 〇 〇 〇
公 知 太 太 定 道
共 事 平 平 置 営

平 測 権 洋 洋 漁 土
成 量 限 小 小 業 地
十 の に 型 型 の 改
四 終 係 さ さ 漁 良
年 了 る け け 場 事
三 の 保 ・ ・ 計 業

北 海

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
土 土 道 道 大 大 北 等
地 地 営 営 規 規 海 の
改 改 土 土 模 模 道 決
良 良 地 地 小 小 補 定
事 事 改 改 売 売 助 （
業 業 良 良 店 店 金 経
の の 事 事 舗 舗 等 済
工 施 業 業 立 立 交 部

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇
平 生 生 生 北

決

平
成 活 活 活 海

定

成
十 保 保 保 道 十
三 護 護 護 補

の
三

年 法 法 法 助
一
年

度 に に に 金
部
度

に よ よ よ 等 に
お る る る 交 お

等
の

改

第

〇 〇 〇 〇
一 一 特 獣
般 般 定 医
競 競 調 療
争 争 達 法
入 入 契 告 施 規
札 札 約 行
の の に 細
実 資 係 則

号

毎
週
火
・
金
曜

月 通 安 ま ま 画 の
十 知 林 す す 工
九 の 流 流 事
日 指 し し の

定 網 網 完
漁 漁 了（

二 業 業
件 の の

火 ） 定 許
数 可

曜 又
は

日 起

事 行 変 計 地 地 付 所
の の 更 画 法 法 規 管
完 協 計 の 附 第 則 分
了 議 画 決 則 五 に
の の の 定 第 条 定 そ
届 適 決 五 第 め の
出 否 定 条 一 る 二
の 第 項 申 ）
決 一 請（
定 項 新 書

設 等（
変 ） の
更 の 様

い 施 指 医 付 い
て 術 定 療 規 て
補 機 医 機 則 補
助 関 療 関 に 助
金 の 機 の 定 金
等 指 関 指 め 等
を 定 等 定 る を
交 の 申 交
付 変 請 付
す 更 書 す
る 等 る（
事 廃 の 事
務 止 様 務

正 施 格 る 示 の 則 目
に 落 一
関 札 部
す 者 を
る 等 改
公 の 正
示 公 す
示 る

規
則

次

日
発
行

業
の
認
可
の
申
請 （
期 土（

建 間 地（ （ （
設 漁 漁 漁 改
部 業 業 業 良（
総 治 管 管 管 指
務 山 理 理 理 導
課 課 課 課 課 課

） 届 式
の 出 の
届 一
出 部

改
正

（ （ （ （
土 土 土 土 （ （
地 地 地 地 経 経（ （
改 改 改 改 地 地 済 済
良 良 良 良 域 域 部 部
指 指 指 指 産 産 総 総
導 導 導 導 業 業 務 務
課 課 課 課 課 課 課 課

又 ） 式 又
は の の は
事 届 一 事
業 出 部 業
、 改 、
補 正 補（ （
助 保 保 助
対 健 健 対
象 福 福 象
経 祉 祉 経
費 部 部 費（ （ （
、 保 保 保 総 総 、
補 護 護 護 務 務 補
助 課 課 課 課 課 助

生 生 情 酪
活 活 報 農
振 振 政 畜
興 興 策 産 発行
課 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

） ） ） ） ） ）

二 二 二 二 二 二
二 一 一 一 一 一
〇 九 八 八 七 七

二
る

こ 施 こ
の 行 と
規 期 と
則 日 し

） ） ） ） ） ） ） ）

二 二 二 二 二 二 二 二
一 一 一 一 一 一 一 一
七 七 七 七 六 五 二 一

〇
一 ◇ 部 北
獣 改 海

獣 趣 医 正 道
医 旨 療 情
療 及 法 報
法 び 施 公

率 ） ） ） ） ） 率

二 二 二 二 二
一 一 一 〇 〇
一 〇 〇 六 五

〇 〇 〇 〇
固 一 都 建
定 般 市 築
式 競 計 基
刺 争 画 準

北 し 網 入 道 法 法 支
部 網 走 札 立 に に

） ） ） ）
電話

二 二 二 一 ペ
〇 〇 〇 九 ー
四 三 二 六 ジ 印刷

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
二 二 二 公 港 美 道 道
級 級 級 有 湾 し 路 路
河 河 河 水 法 が の の
川 川 川 面 に 丘 区 供
頓 興 小 公 の よ 橋 域 用
別 部 平 埋 る の の の

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇 〇 〇
道 一 一
路 般 般
の 競 競
区 争 争
域 入 入
の 札 札

は 、
、 併
公 せ
布 て規
の 規
日 定
か の
ら 整
施 備
行 を
す 行
る う
こ た

施 内 行 開
行 容 細 条
規 則 例
則 の の
の 一 施
改 部 行
正 を に
に 改 関
か 正 す
ん す る
が る 北
み 規 部
、 則 日

公

布

さ

れ

た

規

庁
日 漁 海 林 よ 基（

告本 業 区 物 業 る づ
海 の 漁 品 試 開 く 示
連 制 業 の 験 発 一
合 限 調 賃 場 行 定
漁 整 借 告 為 の
業 委 ） 示 に 複
調 員 の 関 数
整 会 実 す 建
委 指 施 る 築
員 示 工 物
会 事 の
公 の 認

川 川 蘂 立 外 維 変 開
河 河 川 て 郭 持 更 始
川 川 河 表 に 施 管 及
整 整 川 関 設 理 び
備 備 整 す の に 供
基 基 備 る 改 関 用
本 本 基 工 良 す の
方 方 本 事 に る 開
針 針 方 の 関 協 始

針 し す 定
ゅ る の
ん 変 締
功 更 結

変 の の
更 実 資
施 格（

二 に（
件 二 関
） 件 す
） る
公
示

と め
と 、
し こ
た の
。 規

則 則
を
制

一 定
九 す
五 る

こ
と
と

エ 本（
ッ 規 海
ク 則 連
ス 第 合
線 八 海
装 号 区
置 ） 漁
等 業
に 調
関 整
す 委
る 員
届 会
出 規

則

の

あ

ら

ま

し

告 完 定
了 の
取（

三 消
件 し
）

認 の
可 届
出

（ （ （ （ （
砂 空 道 道 道
防 港 路 路 路（ （ （

河 河 河 災 港 整 整 整

（ （
建 建（

道 設 設
路 部 部
整 総 総

し
た
。

の 程
様 の
式 一
を
改 二
め 三

二

二 二 二 二
二 二 二 二
九 八 七 七

川 川 川 害 湾 備 備 備
課 課 課 課 課 課 課 課
） ） ） ） ） ） ） ）

二 二 二 二 二 二 二 二
二 二 二 二 二 二 二 二
七 七 七 六 六 五 四 四

備 務 務
課 課 課
） ） ）

二 二 二
二 二 二
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公

布

さ

れ

た
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則
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あ

ら

ま

し

公

布

さ

れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し
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射 クッエ

ッエ
エア照絞

り 装線ス

線スク

スクッ

置装線筒

北 海

時 置

エ区 設設長短蓄

２
ス 年間間電 ク 時

置ッ時
格式 高分

状月線定定

の

電 態日格

道 公 報

作な 造置

台製型製装主

式日類途

月種 者用

年の

数名

第

別

北１ 紙

獣 海
医 道エ

療 獣 規ッ

法 医 則ク

施 療 第ス

行 法 八線

細 施 号装

則 行置

号

獣
平 医
成 療 平
十 法 成
四 施 十
年 行 四
三 細 年
月 則 三

共

エ放の

びの置

及置装

ス障事

ク線通有有 ッ射

・・ 診の
線害項

無無 放関
のに

室止
療防

装
生電 新発管 圧

射す

圧

出 ・格電

定 品年管 の
置

流

固動

－－ 影 古

撮

中月力

）影

式能
定可撮

タ
不ー透

年動ポ・ 移、

治

固・ 月、ル
）ブ視

可
式

定

細の （
平 則台

成 の数

五 一、

年 部製

北 を作

海 改エ者

道 正名
規 すッ、
則 る型
第 規ク式
三 則等

十ス

十 の 月
九 一 十
日 部 九
を 日
改
正
す
る
規 火
則
を 曜
こ
こ 日

防備
の設

害造
障構

線る
る
す
関要有有 に概

止の

・・ 構

新

管
間秒

品日時

備
設
造

電
圧

・電

品年管
流

日療

中月

影

式能
定可撮

台固動
移

）
タ
不ー透

年動ポ・ 移、

・ 月、ル
）ブ視

可

五
号線

）
の装

一
部置

を
次に

の
よ関

う
にす

改
正る

に
公
布
す
る

北 。
海
道
知
事

堀

概
の
置
措
防
予
び無無 及

・・

有有 要

間秒

品日時－－ 影 古

撮
電 新

管
圧

療

式
定治

固

・電

品年管

日

）影

式能
定可撮

固動
移

タ
不ー透

年動ポ・ 移、
可

す
る概

。

書
要

同 事 削
様 項 り
式 中 、
そ 同別

の 様記

一 式第

の そ２

達

也

３
の 別 第
事 記 四
項 第 条
中 一 第
号 一別

様 項

無無

記流

品日時－－ 影 古

撮

中月

固・ 月、ル
）ブ視

間秒

日療

式
定治

移

の号

の 一様

項 の式

の 」

次 の
に を 項
次 中別

の 別紙

よ 紙」

う の

に に と

加 改 お

え め り

式 中第

そ２ 「
の 別号

一 記様

の 第式

三」

の 号
を 項 様
中 式別

」別紙

を

の
紙」

「
に 別と

る 、 」

。 同
注 を
５ 別

及 添

び の

６ と

の お

事 り

項 」

中
に別

改紙

めと

改 記お

め 第り

、 二」

同 号
注 を 様
６ 式別

及 」添

び にの

７ 改 一と

の め 九お

事 る 六り

項 。」

中
に別

、し

同て

項」

の
を 注
削 ２
り の
、

改紙

めと

、し

同て

項」

の
を 注



ま ッ及ら

エ点か者

平 クびの成 ス被作で十 線照業の 移

四 管射従距 動

年 焦体事離 型

三 及

北 海

射 照用 ウ 被散利絞照

口 体線す野 撮 射線り 乱
囲可 防用内直 周い装 影
ッ撮 の護動置径 エ法

道 公 報

像射

絞蛍外受放透照放

り板射器射野射

視 光照

過線過線 の 有防通通 時
の量

面装後後 最

装効止

置積置の量大

第

発用 イ 総透モ透置音利

ろタ時び生線 視ニ視及
イい 視用ー間自タす 透

算警マ可 用画 過の積動

ッ 量像類装告ー動 エ種

号

放

ク及れ

ッ器漏

エ容の
筒量

管射線

線照射

スび
の

月 び

十 携

九 帯

日

ス
ク

ッ
エ

型

火

装
線

曜

並
置

日

有 装ッ

線エ

ス用

ク影

び

の
置 ・・装

線
ス

置ク 有

・・

有有

無無合
場

ス蛍そ ク

１１

無無／／

、有 装板他 線光の
ビ

レ
テ 置

ニー

ミタ

ルニ）

アモ・

ム
ウ、無

手
に １１

／／

ク
ッ
エ
る
す
用
使
に

中
術

線
ス

有有

間間

時時

・・

有有

・・

、有

板他
光の

蛍そ

量
当

ビ
レ
テ

時時

ミタ

ルニ）

アモ・

間間

場
の
置
装 無無

合

・・

有有

間間

時時

１１

無無／／

ム
ウ、無

ニー

・・

有有 、有

板他
光の
蛍そ

量
当

ビ
レ
テ

アモ・

間間

時時

１１

／／

無無

間間

時時

１１

無無／／ ウ、無

ニー

ミタ

ルニ）

量
当
ム

間間

時時

１１

／／

一
九
七



立標 設
施域 療区 診理

管

おる 理 に管け

北 海

お 療

物の概要診に標注

。）け 室

意 遮へい物出

最 南北遮
る事 入の 含む

へ項 り

道 公 報

の

ッ
エ診療室の遮へい

壁を

ク区天周囲

診

東西 線
ス

第

板エ週週 過

絞ろ１１診
施 装持ク 保間間 ッ療 り

設 置置延延 線 装スのの

診

号

用 エ利

平線 成す 治
十い 療

四可 用

年動 エ

三

の る大制 域 け最 区

入 ッ

線 線措 界射 射境限 放 放
防遮 の

害お量置識 障に

関物 にい 止へ

の射
物放の 口

い大

材 す

側扉側量識示

外線

掲 の

分井側側

概
の

室
療床

側

造ス

構ク

火ッ材 耐エ
要

線

視 の

撮透の 室
療べべ

診

間造 線

枚時 射 有構 放影

止家 防立 の ・独 害
障数

無に屋

関

月ク

十ス

九線

日

・

置有 装

火

曜

無 日

概
の
置

措： 防等 予質 る

画
区
る
よ有 に

） 要

、

）室
の料 用

専
療

有有 木と

・室

造療

木診厚 、

構階 る
す

ルの

モ用

造兼

マ の時、 備） 設て 造建

・ン
ョ
シ 要ン 概 有枚間

・
有

の
等

・ 、
白

区無 月る

かよ

３に

／線
他
の
そ
、
画

間

・・

間間無無 週時
１１
／／ プ術

、手

ル、さ タ室

） 用線

ブ兼射 ハと

レ室放

そ

他、護

の室防 その

、

に

屋
家

無合
集

他関

の

有
無

・、
）
階

有て
建
階

す

）

・

無

他
の
そ

））

置
措

る

無

）

一
九
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平 分流最て記

成 以高は入な

十 平すお短エ 管 上

四 均る、時ッ 秒 連電

年 、 圧 続値こ次間ク

三 し、との定ス

北 海

ス）
ク能

１２

注
置 エーエ

装ポ
線 １・２

ッタッ

道 公 報

の 射氏 エ エ放エ放そ

４

ク線ク ク他 線ッ ッ射 ッ
線措線 定ス測

スのス 測
具器療 診置 線診 用定

第

の
他用 他の

護 のそ

そ防

療ッす放 最診エ用等具

射の

号

区敷境

地住び

敷居及の

け地

人お敷

の域地界

内
が

月 。点格線 ） て波

十

及 エ高 ）にの装

九

び ッ値 を留表置

日

すが撮 撮 ク、 、意示が

短影 ス

こ電用 時 ） 線時る管影

エ に定と流の 間 、 管間

火 格。時み

ク 荷間で 秒 ッ 負

）曜

き影にる を ス で撮積あ

、 線日

クブク

ご

蓄 管 るをなも

高

、 線の線

に スルス

と
の、圧

作 置）電

製 装別

数な生

名 台主発

者
、の

造 製途置

製 、用装

名 名置格 者 者設定 業 作

に 診 療
事保康 の療従 従健 の 等

る 断 有 者す 有 室診 保事

の況）獣 等名 状 等状 等

イのの フそ年 師
医 の況

氏
、 ム定名 ル他測齢

る 大の

ッ称名年 バ名器

障 設 放配保 ス室線 施ク

の 装遮 射置有 の害 線の
をい 取防 線状状 置へ 見

防 関
に 量図使物況況 止

のの手 る 添添護 す 別別

おお防 とと袋 予

界

住最境

居るの

りり措

線け

区射お

る放に

す大

電 電 値行っの

に量る

域

に場いあ 式 流 ）うてで
るっ の
の 定 っの場て も 固 あ合

合コ 陽 てにン に
っ 以エ エはデ あ 秒極 は

サ て 上ッ ッ、ン
ー は エク ク
ク線位 線を 最 ッス単 ス

時出

え 充 ス管 管で備 高

型 式状」 、 型の力 ） 、
、 」つ 式 等態に

・は 造 つ品て 製 に新い

日 は古エ 月 て中、 年 い

別ス 装 設のク 、 、品ッ

及 チ：：齢

し）線 置 置

び

ク 熱

ス 、

ク ）ッ

ッ
エエ

セ

に ネス 有療 ミ

診 ル

線

） 概
の

置

る ス

す ン線 関

ン
ロ
プ
エ
護
防

、 要

管あ 高入て 電 線に 最記

電てな 圧 にっ 管しい 電

い 負て
荷は 圧も
差もの で１

、 高支 及は き秒 波し ）

な コ短 値回 値え び、 る

い ン時 ）転 、

間 に陽

及エと ン定 あ ）極こ デ

装 の

の て びッ。 サ格 っ

る設ご 類 いび置 種 て及

エ置と
長 式
ク月、 定
ッ年に 固

線を時

ス日
格 不
置入定 動
装記間 移

台る 可
のす

線診

をと視 ・
数こ透 ）

数数療 計、、歴 量

・経

ポ
、関 ）

無 ：：に

量量 の
そ
、
）

線
トる

ッ
ケす

他
：
称
名

間間

月月

かか

３３

／／

を エ ッス容

み は エクー

記 ッ ク線量

入 ク ス管

す ス 線に

電管っをこ
る 線 管あ）

のう 式
入行 定
記。を 固

上場

エの 動
、合 移

ッ可

歴

計

経 量

）
：
量
数
、

、））

）

一
九
九



ウエ

通る

過か撮利治

し被ど影用療利ろ

北 海

イ
値簡防線

を透潔止量

加視透に透措受を透

道 公 報

チ及のチ

メ定び定距上コメ総

第

３

とア

３。

の量

エエ有を

ッエッ照無エ測定

号

平
成と時
十。高間
四電定
年圧格
三

た照う用線用用過

変並

す保

エ射かエすエ線板

可クい持

ッ体をッいッ

入ス動ス可装

ク周記ク

線のす線絞線動置

ス囲

りに

量散る装り装絞」

置」装つ

を乱こ置装置

該防。」置い

当線と」

分」つには

部護に」て

視置像、視
のにいつ、

入時」器利時

算用視記
画す間に通用の

しエ用
ク像る積つ過線最

てッ
入スモこ算い後す大

記

射

す線ニと装てのい照
の野

る装タ。置は放中

そ線当通

こ置ー及、射

種自の量該過

と」のび

に像の

類動有」受後

。
ろ

に告をつ器放

」警無

ト過

格 ー格エ離記ンー
デ
ンル量

管 ト管ッ

サの」

電 ル電ク
が線以式距に

圧 の圧ス
装外エ離つ

が 距
離
キ置のッい

ッスは ロ ロのエクて キ

エ ル ル触ク線、 ボ ボ接
を能線電ッ ト ト可ス高

ッ定格

下 超表装圧ク 以

筒記クし管

クック射を

ス線」入スた電

スクス

が

装線装にす線値圧

線
置装置つる管を

及置のいこの記
すロ

びの共てと容入キ

、及るボ

エ放通は。器

ク線項エびこル

ッ射事

射。以

ス障」ッ照とト

診のス筒下

線害ク

月圧び

十器に

九のコ

日

複ー
にサ

側ン
次デ

２ン

火

個電
数の

曜

整及
の圧

日

はて接

接つてい近

流び

そ、射

可て、は照

触い

有の療

表、のそ治

能は

を無置

か枠無有装

面鉛
設記をを

らを
ンるす入く

セけ入記除

メにこる療

チ等るす治

音記いの射
ーよとこ用

は触量

い発入て接線

つ

に

はタる、可」

て生す
マと光表つ

、イこ蛍能
、かて

当ー。板面い

該

、

る、イらは

す」

もメ

に用ジン視

の利ーセ透

をすンメの

○線イチ時

かの置線 の え面置装ス

場の 内

治ら場の管 口 る

撮

用セは合管 法

療５合

チエ、及 影

エン、は球

電容 エ

クメッ充び 用

ッ

ク

線トス状器 ッ

スーク

の管で固 ス

装ル線態の

っろ 装

の距焦あ有 線

置

漏治

療防線のの

場離点

放用

のにのれ療

室止管

線ッ

射す射射エ

放関照

」ス

障構の量ク

線る筒

つ装

の設無に線

害造有

ての

止の、い置

防備を

に概
す」り、合

関要絞は場

デい
ンつ

コに
と量

器容
組記
をて
ーべ
サす
ンて

とエ

せこ
わる
合す
み入

の乱ク

ル散。ッ

トり。

置

に遮装

離を線

距線ス

るい

てすつ

いいに

おへ
、のろ

しめ、

定たて

測

ト大

付いテー最
記措過

の射

、動シル照

し可ン
離を

のりァ距野

そ絞フ
測セ

の置アで３

他装イ
しチ

合及の定ン

場」等

は像、メ

にび受

蛍器記ー

置

）板通すル

光を入ト

場

はら照値 の

合かて過

は

エメ時照 合

、１射、

エ

クト外筒 、

ッー以射

ク

線のと絞 ッ

スルの、

線

焦離の及 ス

管距きり

可加 焦

か触付 管

点接び

るに」次は

１能ろ 点

ら

造いつ区エ

構つにの、

備はてにク

設てい分ッ

びエ、り線

及、はよス

防ク変利置

予ッ可、装

置線絞線接

措ス型用の

概置でい可

の装りす触

る
い。
てと

要ごあ以能

の
も

置板

は
）
式
方
流
整
波
全

こらき

る採引

すがが

入 るを

いれ

。てか

とれ抜

とえ

に効しこ超

内有過
ッ部

の積エ。る

そ面た

を射スを

称照ク分

名外

の １

ー面板 ら

メ表過 か

の５加 ー

ルら付 メ

トか

外表

離ルン過

距セろ ト

合エか

に場の面

」とる

セ

よみク５

にのッら

次 続
連
、

こり線ン

る絞ス

短
、
格
定

二
〇
〇



平
成 ウア

十 値室に

四 、関

年 そ診管す防

三 の療理るそ護

北 海

界

イ

と立こに

な入と敷人お

管る立禁標。地がけ

道 公 報

壁使のお

オカキア

用最 等、

診理

時も 診のエ標注管

間近 療外ッ識意

第

の射

なで構そ放

イウエ

ないあ造

およ診るエ他診線

、う療か耐ッの療防

号

枚
ア
数 た
きエ週び

と１及

月 他施区事の用 ３十

か」設域項他具九

月の、をのの

日

地入射有 間見敷記放保
障況 を図内す線状 ）取

入及住こ害」 記」居る

火

域。防つ すび区とのに

る曜

とッがにて こエ等止い

日

止識内居る
。ク分関は

所制の」の住通

理場入

の

域で限たに居す常

区

区区使

の測措めつ住る

さて域域用

境定置のい

、にくは及に状

界し」

に

おすつ、、びお態

に

地るお

けべい縄管敷け

等区の最い

るてて張理

エ、に域境大て

最のは

区
放ッ遮よで界放最

大

接 室側ク」事療
」

し 最 ののスに項施域

掲に

た 長 遮最線つの設

置て示お

点 ） へも装い

物接をは」け

で を い近

通 じ のし２、にる

の 乗

い射

常 て 外た台エつ放

上クて線

の 算 側点以ッ

おの設スは障

使 出 にで

状 た け通置線、害

用 し

室護

態 値 る常し診放の

ちのに

エ、施を火クう
線該遮関

ッ１設、構ス
の診当へす

ク週のマ造
シも療すいる

ス間構ン
」ョの室る物措

線に造
けにンにのもの置

装お
をるつ等あ概の概の

置

に

設延いのっ要に要欄
には

置べて集て」○」
付つ鉛

後最は合はにを
いしい板

１多、家主つ

べ

にッ間延
年撮上屋た

線べ長

ッス延最

エクの
時

線療影視

ス診撮透

ク
放」を

発の数間

の室枚
す

遮線び入

を射及記

生
断障

る防

スかす、

す害１る

置う防手

装よ予護

線る

のは

使記置又

をに措袋

るる要護

すす概防

用入

つロ

のとにプ

室こ」エ

いおてを

へないン

遮。

線値

射クへりあ」射大

物画旨量と

線スい区る

る

」装にし及」な

量線

い立び場

に置よてび及

い係区る入所

つにる

止地測

てる画場禁敷で

効はに区の定

は実又合

界、

管線白は域境し

、
理量線で
）るおべ

区をにあにす

に 最のて療射防

域合よ

大使い室線止

放用るで障に

お
い
て 射状場あ害関
る 週最

線態合るのす １

を止予 間大

量にに旨防

い、示に防 ）値

」おは
な つてすす必措 をと

に

の エる

い最べ標要置 、

を注概 ッ場

て大て識な

とエ掲意要 ク所

は値の
測 エなッげ事」 スで

、

を影段のるて、て
さ

経枚及場建はそは厚
天○

過数び合築、の、
の井○

し及下に素エ他

てび段は材ッ

床）

い延と家のク場、
に及を

なべも屋名ス合
診はび入

い最該の称線

階を療周れ

場長当何）

合透す

のい

に視るに簡専囲て

内遮る

は時もあ潔用）
室にへな

、間のるにの

と

るの週こ
将のにの記

タに延

ン止の。

イ防間
時

ッる視

ロす透

ー関べ
備に

作設」

が造間

ク構
ろ要て

る概い

すのつ

動

次て

等図、え

物、は備

置、よる

配はにい

のに

とに

況へこ合

状遮る場
を

つの○

に物。は

」い
厚た

は、し

てさ付

い長

るの

の計る内旨けて

、

画そ示最エ

境し区にを

ク

に値をのす大ッ

界た
お行内標放

っ容識射ス

てをを線線

け
る
通い簡掲量装
にに か 常る潔げ」置 ３
合記いつ係 月 の場にて

実 ） 用に入るいる 間 使

るどは効 を 状はすかて

定 ッるクて項に 線

態○

い 療し

ク場スいをつ 診

か示て 専た

ス所線る掲

測置どしは 用値

線で装

診
療定にうて、 の

専し係かい次 室

用たるをるに で
時 い

の線値記かよ １ な

うこ 間 場

室量の入どる

和るかと ） 合

で当総す

る率をこを。 を に

あ量

そいど
場の記と記 記 は

診の物そ

来見○か入、

、る療内の

の込ををす

使み付

容

用をしそこ室容壁内
含を

状記、のととをを
潔む簡

況入独他。兼簡

場のに。潔

等す立の用

こ屋合室記）に

をる家

入

案とのに、入の記

勘

る料す

の。場は手す材

上合術
ととびこ

、に室こ及る

最

板に、

過」は

過は）

は年

装て１

持い近

保つ
無に１

有次の

の、間

置

お

入こに

記る間

をよ週

等で

エさ上

る。け

すと

ス射
ク放、

ッ

線 記

療護内

診防）

線線

とか管量 入 にをこう、

る いし。を理を す お付
部入域計 こ て、記区合
境た 。 大外すのし と 最

合最入。入 入 遮

値者る

るる る い

に大すす す へ
と の

診にここ こ 物

は値
室週。。 。 外

療１とと

何内の。厚と
のの側な

そ用を

と階に兼さ。

少

建室入

るてのの記

な建
のび、

と建物及し

この 多
最

。べ

と延

こる

の物 影
撮

二
〇
一



契一一平

アイ
落

約般般成 氏住札

の競競 金

相争争年 名所額

手入入北

北札をの道

円方札札海

北 海

１

と成落北落平落

の平
次

札海札成札 お

者 り年に道を
定２氏

一３係行決年の

物情し月名

般月る政

競
争日品報た６及

道 公 報

海
北

こ 別道

の 記告

規 附 第示

則 二第

は 則 号
、 様
公 式号

布 を

第

ウエ従び
に及

４
っすッ

又ー内行４事エ

はムに

ス

ポメエそそてエるク

ケーッののいッ獣

号

平
成イ
十にを
四保記

年有入エ
三

告示

海幌決公告

数すッ

日中し第

道市定

興央た

通区手

式東よ

株通に

信大続号

目
社丁。

会７る

のミ住

入等コ日日び

番

及ケ

よ称ニ

に名ュ所

札
者量ョ

札数シ

落びー

り
たム

しテ

定ス

決シ

をン

の 削
日 り告
か 、
ら 別
施 記
行 第
す 三
る 号
。 様

式
を
別
記

に

ッタク名他るク医線
の関

トース称のエス師
診氏す

線そ線及措ッ線
ス療名る

量の診び置ク

計他療数

習

をの室量健線に及講
年会

備測等を康防従び
す齢へ

え定の記診護事
関るをの

て用放入断に
）す獣記参

い具射す等
こ」る医入加

るを線る
定とに措師す状

場備測

合え
月量るク

十をこス

九記と線

日

者

防事

、従

し療

入。診

護

火

スの

マ等

曜

、射

ク放

日

北る
す

用
使

。に地

防線

ア
ェ

事ウ

知ト

道フ

海ソ
式
一

堀

第
二
号

示 様
式
と
す
る
。

ほ

にて器。つ置のる況

はいのいが氏
、習

○る保てあ名か講

、ば年会

を場有はれ、

付合状

ッ、

しに況エ記齢エ名

すびク開

たは」ッ入及

つスるエス催

上、にク

で

ク診、

、い線こッ線者

）て診と
線に催

内は療。ス療開

そそ事診関時

）に、従

等

ん具

き用

頭定

護測
内

況

防状

の有

他保

のの

そ

ケ

備い

をつ

具に

用」

護

）北）

６７８９

カキク

北）北）北

海海海海

也
達

台台台台 道道道道

北）

２３４５

イウエオ

海海海海

北）北）北）

２

台台台台 道道道道

所札北）

契落１

アイア

約名

海 に在に

す期

する台 道 関称地係

有等にる、

にのの者療

催

有称無に関経開

保名

しる」日

数及を対す歴

を数入て経に数

量び記

」エ）

記量し行歴は等

記有てにッを

入を、っ

ス入

、入しいつク記

し

い健て線す

蛍すてるい

こ

ガこる康は診る

光る

ては

えて
ラと場診、療

にム

合ル

場イ

るフ

い、
ッ

はバ

行 そミ

にル

内熱

）、
チ

政政政 ほほほほ 行行行

報

情情情情 かかかか 政

ミミミ

ココココ

報報報

ケ

ニニニニ

ュュュュ

ミ

シシシ

ーーーー

ケケケ

シ

ンンンン

ョョョョ

シ

ほほほ 行行行行

シシシ

情 かかかか 政政政政 ほ
コココ

報報報報

情情情

ニ

ュュュュ

ミミミミ

コ

ーーー

ケケケケ

ニニニ

ン

ョョョョ

シシシシ

ー

物ほ 行

シシシシ

ンンン

海等
情 事北北品か 政 る

札名
コ を道道の

報 務海
市及
ュ 当合幌称

ミ 担総
央数
ケ る画中び

ニ す企
報北シ 織情区量ー 組部

シ 称策条ン 名政３ョ の

ッ従。

ス。合断エにと

スし

量は上ク事

線に等

、以線た

計、記

ネ
ラ）に療数

ア外診年 量

び線

及ス

称ン

名セ

の

テテテ

スススス

量計

数

使

にににに

ムムムム

テ

すすす

用用用用

使使使

ラ

クククク

るるるる

す

アアア

イイイイ

ラララ

テ

スススス

ンンンン

ア

ににに

ムムムム

テテテ

す

用用用用

使使使使

に

ククク

るるるる

すすす

ア

イイイイ

ララララ

ク

及課西

ンンンン

アアア

に 在目ム 所丁テ び６ス
ン

ア
イ

ラ
ク

る
す

用
使 地

二
〇
二

末末
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トトトト

末末

トト

のののの

そそそそ

末末末末

端端端端

トト

端
ト

のののの

そそそそ

末
の

そ



ウエオカキクケ

平
成
十
四
年
三 円円円円円円円

北 海

落

ケコアイ

住氏住氏住札
金

所名所名所額

札北札北札円円

道 公 報
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を社丁取番の

北番号

う１役１計

行長

８に

後き前後月月更
者

設午午日係

）施））日
９も

９前に前前る

後午
時い時時の

時９お９
てかか以 分

さ午午の

ま分荷らら外

８項

）らば後後事

でか
行まま

後を時時

午き７

）

町と売小前後駐前

９

す店売））車

る舗店午午場午
９ 地事の舗前前を前 番

利 項施に

、設お時時用時 ２

のいかかす
午こか

運てららる分 ４

午

方売後後とら

営小午
を時時出後

法業８９が

町店北

関行まま来８

に

舗見

要店
舗

の店
び

す及

置称 地 設名 番 を
は

又
名

氏地

の在

者所

る

持海
庁

配支
め走
た網
の道日

観
事働
き労

べ工
す商

慮

才

つ課
に光
項

の田

は郎

又光達

名葆

氏号津

で

に
び
並

所
住

び
及

称
名

こ
時うで

間
時

る
来
で出
まが

分と

すうででる時

帯

る者時

項開間帯ま

事の年間分
で 店
時日
及午間

刻は年

び前

日 閉

９

刻ら前

時か午

店時は

び

北並
所
住

び
及

称
名

午

堀あ
に

事人

知法

道に

海

る
見す
意着
て到

いに

っ

る提
すう
有よ

を

二者出

一はす

六

人
法

にが
面と
書こ

、る

後時

て
っ

あ
に

９ は
て

）午

でら

まか

時分

りき
よで

の

也者
表

達代

成。
平る

年



北

次そ

覧

海

のの

に

道

地関

供平

告 す成

平 区係 示 る

成 に書 第 。年

十 ３つ類

四 月いは

年 て、 号

三 日、平

北 海

区 北

土中そ 海

山の 道

間関

地 関

告

地係

改 す縦午

示

域書

良 る覧前

第

律間時総類

法 法時９

昭 か合は
農、 号

和午地北

和 昭ら

道 公 報

２３
成出縦北北縦平

届平届
書覧海海覧成

出
年
月年等場道道期
走３

日３の所経網間年

７覧部支月

月縦済

日地庁

第

エ
規駐３

大

廃 荷

模車か 棄 台さ

小場所 物 ば
施の店自

き等売の

号

ウ

駐

大
規駐

輪
収

売のの

小場場 台 模車
店収

月 道成

十 営

九 土年

日

改月
地３
良
業か

事日

火 のら
土

曜

改間
地日

日 良、

後防海 年
律 法時日

法 年５災道
農高 第 律
第分業支

ま用庁

で用に 号

に水え 第 ）排備 ） 号

、置

１ す留て 第 定土い 条 規
る工、

産工
域商日

光ら

観か

課働）

業労火
月

課７
日

の管の車

設保舗動

）
金

の入

積設設出

面施施の
法

方数

量営の

容運口

の

の台台

舗容容

る
す

関
に す

関
に

置
配

の
設

施数数

縦
変の

業般
事一

項
事

る

道を供

海画に

北計覧
更

堀。
た。

事める

知定す

規 日）成 の 休）平 項
事

よ くの３ に 除業年 定 を

り 。土月
地

事ら 営
良か 道

改日 、 ）

土業

ま

を、 良
画間 改
計日 地

で
国
び
及
日
曜
土
、
日

曜
日

也
達

項
事

民

海
北

地北中中

道 標

告 区平広津

示 南

第 名糸野部

定一

第
地。縦
たの 宇
め般 美

北 に

次 海 完

平 の 道

と成 条 了平

告の し成

お 示 た２ り年 第

の３道３ 第 旨年

３

改
に
日
祝
の

届月営月

北

土良 海

地

事陸豊

道 業

改川 告

良北

主別頃

示

法南

体

第

３

名町町

項

昭線

北

土のそ 海

規の平

東

道

定関成

地
告改
に係 示良
よ書年 第

り類３

法 台

成区々

平

地蝶

、は月 月
３
年名丘

号

農農営

免般域

事農一広

備備地

整整団

道道農 業

農 の
類）

連
関備

種域整
広道

項 土 号 出の

っ良定 あ改規 が日地日

工公 のり 。業よ た事に
し

了。 完る をす 事告

和地 号

区

地南北
満誉律整
法盤

区斗年基
促
第備

名

進

盤号 事基同
備盤 第 整基 ）
整 業促

昭

進条備

次、 号和 畑土
地層の平日

年 帯改土成

法 総良地
第 整暗良３

律 合、改年

備き事月

ょ業
第

急施か ）

緊）の日 号

整行ら

備の

事農
型協日 条

同同

の
業
備

整
道
農

日免

了成
完平

年
月
北日
海

二 道

一 知

七

北改
地

土
、
で

の
た

堀
事

知
道法

海良
和

事昭

堀

の］

年

基２

備項）

整１道

盤第農 の
北規事

種］の）
よ工

道道にの

海農定業
標平

、を

事り事

知類）

議間 の

海津成

堀縦北同

に、 ２

］

の 項

業い般 ５

農つ一 第

排査覧 お

用審縦 に

用て
す 準

、結供 て

水のに い

、適。 す

道、る 用

農果 知
道

海
北

種

北と 同
当 る

第
律
法

也
達

縦北

堀
事類

達

）
号 也

覧道町
う月

達場勝行８

十の年

支

也所庁土

し ８

道定 第

海決 法

地日

海
庁１

支。 第

勝た 条

十

所庁

也支
場川

達上
覧道



域

操排号ヴけシの恵海

側岬を

他）ィるア外山
の灯除

的第エ漁連

社のの限台く

経１ト業

水第会分北界中。

済条

り点

域２主野西よ心）

共相平陸と

及項義の太

に

北 海

おそ 北

北いの 海

て許平 道

準可成

海
告道
用又 示海
すは年 第

漁る起３

面
業場業月

合の 号調
を認日

道 公 報

定定

けけ

ささ

岸岸

厚厚

号号

７８

第第

第

場けけ

ささ

岸岸

漁厚厚

号号 番５６

第第

定定

号

法免成

業の平

漁業
漁

平許
成昭に年
十和つ３
四い月
年年て

三

業規和互洋側青

び 、日

北県 陸定国ののの森

大
す連関沿
係岸海下
郡 関排政にに道北

にる

す続合尻 す他府関接沖

法経のるす太屋

る的と

洋突 律
済間協る平崎

区水の定

海端 域両第
里 国１域と 平海

日の条を 成

。申

則むの

規含可

整

水

規間

和の期

昭）請

海よの

北に次

年定を
定

則太り

規、お

道りと

第平

業
漁

置
定

号

け
さ

類
種

業
漁

法

業 許
漁

免

月律免

十第許

九の

日内
る 第

た ）容 号
べ
条 火

１
事 第
き

曜

の
等 項

項

日

ぶ 年域 本地に北結 ８

を

沖定道線 法を 国先規海

第く 府合す亀以 律除 政
おロ郡の 。 とにる田西

ソ） 域
成成

申平平

洋め

月月
３３

請年年

小た

海 ６
け北 第

さ ）
型。 号

す知 第
ま道 条
・

網堀

し 項
流事 ２

漁 第
業

業
漁

置
定

に 条

４
月月

内 海
北名

の
の

かま
日日

知
道称

業 堀

漁 容

事

お よ
と に

の 定
次 規

時 た

。 十
た 路
め 釧
定 、

り り
お

に
区

海
勝

期

平限

間らで
かま
日日

北

北洋度 海

小を平 道

型次成

海 度

告道 の

さの 示海 線

けと年 第

漁 北・お３

面 以

い ３
つ達 第

のまり月

の条里にう

に、
て也 項

先域）
規 に 本地水。

日

定 規 国

す 定 政沖、

とに他本 る

す 府合排日

らで

ソお的海 排

る

町
岸
厚
郡
岸先
厚地

期

十員図

路委場

釧整漁

る

達
免置 き

位

４の
べ場

漁

也
許

定
る

け

た場

容
内漁 事

の 請続 許
免申存

１２３

置

業

日間間

定期期 予

す定 号調 太

。

規 洋した

整 平流め日

び漁
則 及網

ーつ
和 ホに

昭 オ業
そ
海 海、

北 クて
年 ツい

け経の 他

ロ

規 海の
道 の

域 経

ア ィる済海 的

シ ヴ
ト業域済

連 エ漁水

分び域他

の 社の及排 水

西 主野大的

北 会

済

太以 義の陸経

洋 和互に水

平下 共相
連関すを

の排 国の関域

係る除 他 沿

備お

海にと

勝会の

的 岸

調く
業置
漁えり

区

る項

び
及
町町
中岸

浜厚

、域

項
事区

き
べの

地
制区

び地 及元 区
地地

元
の

成成許

平平免
平

月月ら

４３か

年年日

日日成
か
ら年
３

除又
第 を可

則 域許

月月

くは
の北 第

）業 ）

。起 号
認海

項
す事 １
を知 第

可道 条

政に法く

舶 規
船堀 の
る

に
す第） 済 接 府関律。 経
域 す このる１並 水 続 と
定第に 」 る と間協条び

がの

と あ両第２北

平

す
ま
り国１海項い緯

成成

。平
年年

てその 月は網月
日はされ確 、に８

日魚つ月日かなけが保

からり再あの か溜い

ま生るた らりて日ら

８のはか８月せ産とめ

ん用きに 月建、ら月
日。親は必 上こ８

な

日げの月日ま魚、要

までに知 ま部限

限

で分り日での不事措

又

れ４月設

条け８を

は制

置

件敷

限設ば月
日し すな
身まからは

るり日かて

ん４月り

網せら８な 又

ま

の
数。月
日せ はは
、日まん

で
ま

時
５
後で
午ま

日日

二
一
八

、
の り
数達 よ

隻 に
の 定

５
月月
３４

太高
最也

間足は置

らで
かま
日日

間はが、を

のをでまの
の及、生当指

間撤あで
ま間び漁じ該示

に去り

獲る親す

おし
いたせ、
。

て身ん８月しお魚る

だ 条個でのた

２まで。

及、、

下間はし

以の間

件なび網８

で



村立次役

ウ村

平 木 森間の場

成 の 林伐と次に

十 伐 整におの備

四

採 備係りとえ

年

の

計るとお置

三 画森すりい

北 海

１２３

主主 定 安立

保指指アイ
はと の施の伐伐 林定木

在択て 採 業 所、し の伐
伐伐 目の

道 公 報

定 北

森す 海

る平

域並除

道

。成

林 」びく

告法 とに。

示 い北）

年 第

３

昭 う緯

和 。
）度月

号年 、の
日線日

第

条 にすをと日国第
海 除第 る お北を本の１
里 く２ ロ け海結国地条
水項 。 シ る道ぶ政先に
域に ） ア 漁亀線府沖規
す

規 の 連 業田以と合定

の郡西ソに

の 分恵のヴおる排
定 外

野山海ィけロ他
す 側

号

的第ィ

他）ヴ

操排号ソ
会

水第社

済条ト

経１エ

びに義

及項主

域２

月 で林る」て 限

十 定は度。は縦

九 め、、覧

日

しす

標の略供

る次省に

期りそ。

伐お、る

準と

火

以す関

齢との）

曜

の。書

上る係

日

法よを
に採 方 場要

も類

で土こ
。る

るす

所的件
のが

益３、砂と

浜の
郡、

流で 浜

、出き

のる の 益
村

防立 １ 大
字備木 、

は 群

のの

第 海北

律 本以

法

海太
洋） 域平号

排及第

他び

第

済ー２

経ホの

的オ条

シ的る

の 北

域ク１

水ツ

ア経排

限 西 の岬域エる
連済他 界 太 相灯をト漁

水的 よ 平 互台除社業
の域経 り 洋 の中く会の
北及済 陸 の 関心。主分
西び水 側 沿 係点）義野
相太大域 の 岸 にと共の

森国互平陸 北 に 関青和

す

以 海 接

のに下 道 続
る県連の洋
関

定北政係沿関 沖 す
協下

第郡府に岸す 合排 る

す国

陸定和

大規共 業
にる連

経と

る的府

す他政

関排
水間 区律済の

法
成両

平域の

道

す海

と北

のを

８日国

林
部
済
経
庁
支
狩

。石

る

、該

村２当

別の、

課
務

立

字
千

木
在 、 別所 １ 志の の 代

す

のる 、
２市
村

、、町
に

定

く海規

除のの

を海項

道 り

海 よ

）を北 に

。域

保
に

う

堀 よ
の

事 次

知 、

る 太他 １尻と関に

経

条屋のす接 海法 平的

海済

に崎間る続 里律 洋

る１水

規突の協す 水第

上る

定域域端両定
。 隻
ト）

本の

数の
ン満
ト未
総ン

第府沖

律政先

法国地

年
と合 域

未 隻

満
も
の 数隻

び
及

限 ン
最に ト
の 総 の

支

イ

益
浜

町立次庁

木 村間の経

におの部

の 森伐と次済

る １ら係 のか

林
市 、
ま町

２

ア

定木主主 定 安立

保指指

達 安

はと の施の伐伐 林

支

イ
指

也 を
林

町立次庁

そ主村間木の経
の部

の伐森伐のと次済

も

他と林に伐お

１

以限
ンに
トの

ア

定木次西 定 安立

保指指

数 高

森別 の施のの士 林

る

限。
定

度ン
） ト

北

森す 海

る平 道

。成

林
告法
示

年 第

和３

昭

」務 採 整係り図林 伐 月

限

計森す及課 の

備ると

では度。び

画林るび及
と市

め次の別

定、次士

準おり所

標とお役

るの

、え

期とは備

伐り」に

て 採 業 所、し の伐

齢す

採 方 場要伐伐 目の 在択
る
るす

所的件法よを
に

が

別部害と

士す干こ
。

限備き

西に防で

市分の

整係採り図林

別るる

士

森て備るのと」務

のし

び及

林伐計森限す及課

は並。び

に採画林度る

つをで

にの別

いす定、び次士

こるの植と市

てるめ次

り所

、と標と栽お役

は

伐り方」に

主が準おの

え

にき期と法は備

伐で

林町 の伐

係る齢す・、

採 業 所
在に

目の 要つ
いの 方 場
所的件法て
、・ は

士次干主

市図のはの 別の害伐

西に防、

士示備択

別す伐以

号年
第

律
法日

第
）

号

。略い

以る省置

２
の

条

のそ覧

も、縦

のして

上
る面す

す図供

とのに

二 。及る

一 び。

九

）木

町。立

類
書

係
関）

、は
、 ・

当

、該
立
木 以

つる

にす

筆在

２所

上の

い

る立以る期省置

い市

の及して

伐木上。間略
そ覧

種、もび、縦

採は
定該と種のに

を当の樹

な木る面す

め立す図供
）

。所び。

いの。及る

に上

市類

る書

す係

在関

分よ２

町部
にる筆

るつ

の限。に

。い

北）て ・

次 海

の

知図 の 道

に 事

示

規
の

項
２

第

上部

堀以す

を

う
よ

の
次

、
り

よ
に

定

に

次村

て町

川
上

道
海

北 北

町を

示市

にる

図係

の

分

市川

る上

係道

に海

村

い。

つる

達に限

筆に

２

指
を

林
安

保
に

て）

也



１

契資

資平す、
加は

者に

格成る

及

要る

調度必め

び年に定

すい資の

をおなも

達に

北 海

規 北

地定

１２３

海

に平 道

よ成

方 作作作

告自 業業業

り 示治 種期地

、年 第

施一３

法 類間域

行般月
競 号令 公平松

共成前争日

道 公 報

第 北

函 海

平 館 道

開成 号 告） 支

発 示 庁第 建年 第 経

３ 次済設条 の部部月 に 長 号 図林
」務か日 お

第

アイ

主村間の 定
立町立次

指
のの 伐伐森伐と

木木 主

係り 伐伐 はと林にお 施

て備ると 採採 業、し整

択

号

３
保指

平安
成

林定
十
四の の

年所

三

物道はす

るて格と約格

。平フ北

品が、る

ク
海 の結に成ァ

等締

道 種し定
うる３ミ
建 類よめ年シ

賃
部 とも月リ

設
の しの

ァ いしに借
フ てと日貸

ク る、一契

町入 昭 測
１に
和 量年札

加
年 ３月参
政 級

ら者
第 準かる

令 基日す

点

以 ７要
。 月必
号 ）２に

て 及課らい

ま資
下 日な

用 び次準 び及、

市おる の別とす 次士の
第 り所公法 お役り同 と
」に共

置の第 、え量条 は備測

森す のの

項 略い実２ 省

採画林る 方限 要伐伐計
、

件法よをでは度。

に
こるの

。るめ次

るす定
と

で伐り

が準お

と標と
上。

立以る

る齢す

き期

目 在

木

月

場 十
九所的

日

市分の

別部衆

士す公

火

士限健

西に保

曜

町。
別る

日）

当般約
入リ 定契争ミ に該競シ

よの貸 北るに札賃 め約
調告契

道約り公借 海契
るを行

事係達を約

知に

海

般る北下

堀一すう以

競物
争品道資

た
とめ

」定
令を

政 で格
第

）
。
う。 い

、縦がの して施

５
の

条

北 に のに了定 そ覧終規

道 る 面すた海 よ 図供し

事 知 び。、知 通 及る旨

書法堀 あ 係量が 関）測
た 類っ

の
、も

はの

北和。 を昭

所
の。
木る
立す

該と
当

、

村
町
市
る
す
在

・
、
以

建格

次
て
い
つ
に
筆
２
上

種部と

札の設」

達入等
５

参類のい

也に
格次行格

アイ資をアイ
小有

審 提提のう資中を

とを企す 査 出出いこ格

のれが有業る の 先先ず

４

の
項

１
第

の の
査請請

審
格申申

資

達

申の

海
川律

上法也

道年

法いに

中びて

律 中以て掲及め

済小協い

第 小下はげ経

企、る

業中当資産企業る

） 等小該格業業組と 号

る
係
に

企中要局等合き

３

市

の政約政道道平

次契資
要 令 い締令が税成格

行を 第 ず結

う滞年件 れの条

２

示
に
図
の

にた指納３

す等者 再 の

等
格 品

物
資

にきる協で 申 名
所かで

る

称地請該る者同あ

在

該の

す当合も

当。の組

北北る
で格業限

海海者資企に
合。

建札引に組る

道道
部市続るを）

設幌き係

資業く変

総中き営除を

期
時期法

の
時方 請

務央

格指ば

資日にし資のれ

審定け審示な

曜 格規な

よな

及 査すれ査にら

日
休な申りい

び のるばの
成

民 請日ら請作。

国 申

協に。 第 協

の はをなは

はが同あ ３ 同業小件長

協業、行組っ 条 組等企
１ 法同等適う合て 第 合
組協用官法は

設 第 昭合同し公第、 項

適条立 ７ 和」組な需３

と合い

際 に 年い又。格第の 号
協合号に 掲 法うは組４

る 第）業のに資 げ 律。
及組証掲格

の４ もめ名し月 条のの
特 該に競て

第２ 当必争い日例 ４第
札者お １項 す要入るに

よ こ同にでい 項に るな

い引 規り と意関なて に

争 得るこき 定競 。をす
名。き る入 て指と続 す
者停年 へ るを２ 者札 い

。ァ
うフ

類件
種

要 の

の区格を。更

リ
ミ
シ
）ク

得続でた

北を相）し

課

う合るの

条よ、あも

３

を

丁す又格

６と併資

西

る

の渡す

も譲有

目るは
承そ

資りで

、よ者

はに

。次た

祝 、除い、し

格

掲請

に 成。に申

日 平く
） 関

る ３午る類

す 年のげ書

９請提

法 月前申を

律
日時書出

和 らら提る 昭 かかのす

午出こ

ま５にに 年 日後先と

び合明げを 協

す 組 ）
中がをる有 業 号

のす業る 合 第
小次有企

業いる組者 ３
企

あ 下 に
体ずと合で 以 条
のれき

組か。以る 規

該の 業 す
織に下も 協 定
に

業構 合 中
関当企が 組 る

と 企
るる組成 」 小
すす

成参 は止以 未

法と合員

者を まれそ 年加 含さ上

被除 ない事 、排 れての

佐れ 。者を 補さ いる業

又い でなん 人て ）で営

被者 いこい はる ないで

助な と。こ 補で ことる

。と

二
二
〇

員

のた成

査し構

審継の

申の

再も

当り 律 で時、よ 法

請資

第ま

土で該行

曜の提わ

、）に先け

日号間出な

と過 う 等
律き」の い 業

は

う数 同）
昭、い半 。 協

の。を 組に
和２

）占

あと でこ。 人い

合年つ 、
て

っ。



４
海札入入開開

北入

平 道執

成 札行札札札札

十 幌の

四 市場場日場日

年 中所

三 央及所時所時

北 海

る

２３

成 借納札と約

入平こ契

に。条

す示

北 加を

年 上入参項

間所者場

道 るす

海 期場

道 公 報

１ 北

次 海

の平入 道

と成札調フ調 告

に達ァ達 お 示

り年付をクを 第

一３すすシす

般月るるミる

事賃リ物 競 号

争日項貸品

第

６７

格資資に資格

資約資資

るは有

格 の格係格格を

有 効有一１のす の 有の

喪者 効 期効般のる

及間争にが 期
間期競

号

た 申 企申し

再再成

ウ作

の 合し請

組を申 請
業請

はう類 方 又よ書

月 区び

十 北日

九 ３時北北平

日

同同

条海海成にに

西道道
４。。

６札庁年じじ

丁幌

目市階月

火

北央設日

中建３

曜

道北会午

海区部

日

第 必
示 に所

告

建３議前

囲が別要

平内有途な

得示格に 成でり指資号

、
５成。る定

年平るす規

場す 月
か月ァ

日４フ

１年所る
ク ら

品台仕

札物８の

入借等

以等様

名月

下の１等

びり札

札及た入

入称当
書

い量単明

と数の説

」

は入定失２

。）及

う価

のる規

当、札めに

び間

札約す

期格落契定

該資
定係資

の有決にる

間を
日も要

新るのる格

更す
ででに

続認まの件

手と

を

旨する当

たとあ該

め

し

組る出

業す提

協法と
４れ

あ、け

ではな

合者
な

資のば

る
す請い

有申な

をのら

格
る書。

設条室

部西時

総６

をミ

平日シ

課目

務丁分

限リ

成

借

月当貸

３に賃

年度の

該

関

で期に

ま約約

日契契

長資

だ延る

たをす

。間

様

施仕

実求

を要

）び
し

知よ

。道に

る海書

す北

めな

のるたし

堀

。

事る

効と

が有こ

知、い

通。
日のっ

た間な

っ期と

あ

は

１はき

ら新と

か更た

行、

の、

出

そ提

での

者類

にわ資

該

を当

員、

成に

構先

の

指

もの

た先

し出

更提

変
の

海
北
道 イ

告 ここ詳

示 所のの細

第

示札、

告入は

在

有

算るを

予す格

のの入

範とす

のこ

者員る契

イア

税

落でのこ約名
関 の 業札あ一とに 分 事
者者る部。

とかにす

也
達

で
て

開に入る捨

要そ号ア
札 げ金をた

札掲札落額
算額

時決 る額加金 のの

。失

めいを

定な格

入等

１

７８９
。

契う

る

の効約

郵認落北項有契

な者規な書

海 交便め札
財 付はいの定入作

道 又

よにの

務 電も決に札成

５６
り
よ
に
示

方報の定

付

保説 札
札札交

入入入
はの場

金書 保証明

号

はは明

地容行説

内執札
開よ

郵電定公に

予、書
る。

番番あする

便話で
、。

号号り
変
す

－－更
る －

申税事称

あになを免る
を

か当たし事務

る相っ
はる者担北

免す者出業

道

事金、こが当海

税る

。るる建

業額落といす

で入決たと組設

者を札

はの総

あ札定だき織部

に速、、名務

る書後し

に定

を記や落共称課

か

及おたを

おに 札にし）
っ

てた びけ金も

い当 他
２て の消て

、っ こる額

告税該札

には 公費当落
額格

定入 に及金価

規、

る書 め地にと

す札 定び
入消円る

資に る方１す

要

規

を載 札費未の

格記

法定る否

則 にと方り限

法よす

和 入。た）

昭 るるめ。

札予し
格を

北 場価者

年 の定た

規 交価札

道 で単落

海 所

限す

第 す制と

則 付の者

る

関
すに

金除付所

免交

証

項札
事道

る海

。す北

る

こ

区
央
中

市
幌

と 北

が
る

幌得 線 札り 内 道有

海
市
中－。

二 央

二 区

一

問載か札同及

西
条

３
北

消が業所

わすに者企び

消地

、こ費共体在

ずる

税

積。等企費

見と税同
税の免

っ課体等

もの業
業

月業合事

１事場税

た

あっ申

たであ者

当者で

関の、

有さ に税満で
り

しれ

る下数札

なた す以端入

者額 条がに

い金

に費る加

のに 件消あ参
きる た該 違税とす し当

札額 し」は者 入金 反等
入いそ、 、の たと、は

財札うの消

は。端費 分 務

内
以囲

。範。

号 。のる
で
下

」格 則価 規の 務低 財最
と

６
西
条
３

北

） う価 い単

丁
６

部
設
建

道
海

北
目
丁

を

契か、書

のるて出

目

事構出

金税の提

約免そ

）数税 の 規

の業成す

額
に に 第無の金等 ５ 則、
効取額
相 と扱を係

るすり課

すい切る 条当

っ 第も ）を 。

。
各

て

課
務

総

第札
入 条



５６７

便め札交交

入入郵認入
明付付

保又な説 札
開札

方

金電も書 保 札証はい
にと交

証 日は報のの場

時金除よす付所法

免

北 海

３４

納約海札入入開

契北入

項札行札札札

入条道執
市場場日場

たを幌の

し

及所時所

貸す中所

賃示
借場央

道 公 報

２

成が

借納札の平道

入次

行

にい

上入参ず

期場すに北指

加れ年う

間所者該道競

るも海名

第

１

達

札調パ調

入

を

に達ーノプ
トンド－す

付をソーリ

る

すすナ

物

るるルパタラ

コブド品

事賃コソーイ

項貸ン

号

と成
の平

次
平お
成り年
十一３
四般月

年競

三

る入。関

するるに

争日

。札す北
札所

同事道場

にる海の
す
中付

市交

。幌で

じ項

物所区び

３
北。

区る
央

品北日
海海成に

に３時北北平
同

関条

し西道道
４。

、６札庁年じ

迅丁幌

日

な中建３

速目市階月
会午

フ海区部

ア北央設

告争
ー建３議前

タ道北

要る第札

必す示入

に当

に

平内有別

成でり途なこ

、得指資と号関
規る

年平る示格。にす

る定指

５成。す

月
日４所るを

１年場す名
品止

か月物停

ら
の

借ピンラ等
平日のさ

等タ様

品ーブ仕

物ュイ

２６２

のー等

名等
び一札

及入

称台台台台

量明

数式説

月及

１書

月入

十札

九
日

下
以

札
入

火

と
」

曜

う
い

日

建
道
海
北

目
丁

６
西

条

。

務
総
部
設

サ設条室

ス務丁

ビ総６

ー部西時

れ
。
と
こ
な
能
可
が課目

限貸て

成を賃
資い

３にのな

年度借い

該格こ

月当
期す

ま約有。

日契をと

だ延と

たをこ

。間る

で
求

た要

当び
予す
し長。

よ

）に

価書

単様

の仕

り

る海

す北

施
実

を
）

。
る

更
課

堀
事
知

。道

北

道しそ 海

たの 道

。関

路
告

係

法 ここ詳

示 のの細

図 第

和 示札、面

昭 告入は

のの入は

約名所

者員る契

イアイ

関

札あ一とに

落でのこ

る

とかにす在 者る部。

囲が
範と
のこ
算

号ア

開に入る捨税
た業分 札掲札落額て事

額加金者の の札 げ金を

時決 る
入等算額で

９

札提提

て契要入入そ

っ

加出出

札書参参

入約札

の 作加

効の込望期場

有成申希

海 札の

落北項
１

８

也
達

よ
務 決に

財 の定
道 者規

定

、 号

海

法 容行説北

年 内執札

建

第 予、書道

律 はは明

定公に

で開よ設

りる。道 ） あする部 号

、。路 第

変整

る

る及 １

す課 第

更備 条

務

っ申税事称地

なを免

北郵電

者出業を

たし事
こが当海便話

はる者担

号号

落といす道番番

、
決たと組設

札。るる建

定だき織部

後しはの総－－

速、、名務

－ や落共称課

に定

る相

おに 札にし）あに

金もか当

い当 及おたを

こる額っ免す

てた びけ

２て の消て税る

、っ

業額

には 公費当落事金

金価者を

規、 告税該札

定び額格で入

定入 に及

る書 め地にとあ札

す札

かに

資に る方１する書

未のを記

格記 入消円る

所他

な要書者

を載 札費

出次

札提、

入否のは限
道

るよ成海

限に平北

に
。り

月市

し定３幌

）所年札
中

たの

者入

方り
規

落参区

を札日央

法定
則

予
和た

昭め
規制

道の
海格

北価
年定

範
第の

則限

定

がの 規

と次 の

こび 項

所 り

得場 よ

り覧 に

有縦
置 の

え 路

備 道

。に 、

る

か札同及

、 を

て 域

い 区

に者企び北

費共体在道

消が業所海

企費幌線 税同消地札内

等
の業税市

課体等中－

税の免央

業３

業合事北

事場税区

あっ申西

であ者条

者で

わす

有さ に税満で問載

しれ 関の、
、こ

なた す以端入ずる

がに見と

い金 る下数札

者額 条

加も

のに 件消あ参積。

違税とすっ し当 に費る

１ 入金 反等きるた た該
と、は月 札額 し」は者

入いそ、当 、の た
財札うの消た

札加北

は。端費り 分 務

６

す書西

と込条

者申３

る北

す
出目

。提丁

るを

部
設

。建

と道

こ海

低
下最

以で
。内
号囲

規格 務価 財の

二則 二」１

二

の

告 次

り うた い当 と月

６

変ら
か り

日 お

の と

示

そを目

か、書丁

るて出

業成す

事構出

税の提

免

契 ５ 則、）数税の の 規

取額に約 に 第無の金等

効

相 と扱を係金

り課の

すい切る額 条当

）の 。

課
務

総

。
各るす

価 第単
）
第も

を 条



更 北

道し 海

た 道

。
路
告法

平 示

成 第昭

十 和

四
年 号年

三

北 海

岩志

布法

達仙

唄形

美沓

線線

沢泊

見鴛

道 公 報

線
沢 園

栗

内

内

内幌

湯中

線

第

度加

線

多幌

川平

路旭小

名線線

志内

号

、路路

間道道

週
２１２

名

の類線

般種路

一のの

法 に道区

覧、

縦

月 律

十 第

九
日

第
）

号
条火

１
第

曜

の
項

日

郡郡

見見尻尻

岩岩利利

西西尻尻

市市利利

沢沢

形形

町町沓沓

川川町町
字字

先地町町 地２泉泉 番番

知知知知

深深空空空空
栗栗

市市郡郡郡郡

川川
内内沢沢沢沢

納納栗栗
北北北北

町町町町町町
町町

丁丁本本本本

３３
目目町町

番 番 番番

郡

川川竜竜

区深深雨雨

度加加

多多幌幌

市市郡
町町

志志内内

度

字字

地地留月

番番長清

先先内

覧

。縦

るび

す及

供道域

路
道

、
り

よ
に

定
規

所
場

の
次

を
域

区
の

番 か先

先先
地地

で１７

らま番

地地 番番４２

らで
かま

地地先先 先先 ８４地地

先先かか
ら

栗

らで道道

かま道道 ら

交

線線

幌幌

南南

沢沢

栗
））

点点

交

かま

番
地 番

らで

先 地
で
ま
）
地
敷 ら

川 か
河 先

か
そ日
の

後後

変
り

お
と

関ら
の
係２
図週

後前前

は、 まかま面間

前

ま
かまかまかまかまか

後前後前後

でで

ま

間

まかまかまかまかま

前別
更の前後前

変後
敷
地
の

成
平

かまかまかまか 幅

北般
、一 でらで 月

３
年

海の
道縦
建覧
設に

課
備
整。

路る
道す

部供

らでらでらでらでら

及

でらでらでらでらで

南南

沢沢

栗栗

道道

道道

員らでらでらでら

延
等

道
国

長

木
土

川
旭
道
海

北
び

日

二 現

二 業

三

幌

稚
道

海

同北

え
備

に
所

複複

重重

線線

幌

北同

間
区

複
重

の
と

同同 事
知

道
海

北

覧札
道

海

縦

木
土
内

示
告

、
て

い
置

堀

所
業
現

場木
土
幌

所
業
現

也
達

所



庭川

路恵旭

山別

線栗

北 海

２１２

路のの

道路道路路
道道

種区類線

の線の種路

路

道区
、

類名域名

道 公 報

で
ま

先

第

小町

路道区上中ろ瑛管
署 線の郡班国

部理 路川

区美地有

森
林

名域瑛先林

国ら川班

理 町か上林

管

号

１

成道

平
平路

成年の
十３種
四月類
年
三

名線線

日

漁市市

庭庭別別

区恵恵

金金

太太黄黄

漁

町町

地地番番 １２５５ 番番

麻及

道当道域

先先８５

後

所
場

線覧

布縦

比び

道

前後後後

天有上中い 署

小 人林川部

班美林地

峡上郡森 林班

の前前

変後

線
瑛

美間川

敷
前別

更
地

月道

十道

九
日

火

曜

日

かま らで先先 かま地地

更の前後前

変後
間

らで

前別

かまかまかまかまかま

らでらでらでらでらで

の
員らでらで

かまかま 幅
延

敷

堀
事
知
道
海

北

国重
長

地
の

でらで

かまかまかま 幅
延

員らでら

のか平

道しそ日

更の

長

法同関ら成

路、
条係２

和２面間３

昭第図週年

項は、月

北 の

海 日路道

道 か平道

告 ら成

示 登 ２

第

間３市 線 週年余

の間
と区
等複
道

、月停

北

道そ 海

路の 道

法関 告 布番

係 示 町 地

昭図 第

町 か先和面

新 先地

は

国

比
郡

川

区上
也

達

らま

間
区

複
重
の
と

等
道

年の、一
縦

律定海の

法規北般日

よ建覧

第に道
り設に

る 第
路道す ）道部供 号
の路
供整。

開及 １
を課 第

用備 条
号 車 一

余余

覧
縦
の名線

般日場
余 用 す郡郡

供市市

に供
登登

開町町

。市市

る余
始町町

４

年、 号

郡律海 目 川法北 丁 上で

第道 比

建
設

路 第 前後道 ）部 号
整

２課 第備 条
及 項

町
布

敷
前別
更の

変後
間番

地

定
る海 規

す北 の
始び 項

、

土北 り

幌 よ

札 に
。道

事 の

業知 路

現道 道

木海

え を

備堀 域

に 区

所

先先 区地地
３１

の番番
平

知
道
海間らで

北かま

用成

事供
堀開

び

始

の北

でらで道 定 まかま海 規
木 、土 り樽 よ小 に
次現 の業 道所

え 供備 のに 路

道車 車

の
延

員ら
か 幅

二
二
四

達 と

い の

置 次

国重道

長

変示
告也 り

、 お

て

の
期

用

也
達日

置 道場を 場

い 比線開 線

愛お、 のの始 に布にて
示 る け別け告 間間す お

等布
複比 道道

。 る停る の間停
別 と区愛



１
第

種路所 条

線在 置目 位

平 及財名

成 名地 び産称

十 財の）

四 道北 産位

年 道広 の置

三 種、

北 海

供甲

定る平路乙号 協す道と
理の第 第。成美管と）

し ２

３丘北路条 条年が者道
道理１ 図月橋海管第 の

の項 面
は日維区

道 公 報

お 北

道り 海

協 道

定
路 栗

告

を
法
示 沢

締 第

和結
昭

南し
た 号

。 幌年

第

車 田
沼停 狩

石沢

布
達栗

車
停

号

大島

車
停

竜
雨

別
寒

暑

月 曲市 目種橋

十 梁工大 ）目

九 業曲 等

日 は団 、美
が先 し の地 し美 次番 地
が と

火

線 り丘丘 お

曜

す）

と橋

日

の

る

定 北管下の規 、持以域
に 海理境
づ 建関」に基 道に甲界
、 部るい置き 設すと位
の 路定。る次 道協うす

のお 備と産と 整書）財

線

律
法

協 に路維り 課道

第

郡郡第

知知） 空空号

栗栗

項

本南１

町町第

沢沢条

町の

町本

知知

雨雨空空

線線

場

場

沼沼栗栗

郡郡郡郡

竜竜

北北

町町町町

田田沢沢

新新町町

幌幌本本

字字

雨雨
郡郡

竜竜
雨雨

線
場

寿寿
満満

字字
町町

竜竜

理す え理管定 備管持。

北幌つ。 い札にる 置者

告道て

、海市い

て
日法

の事下路

示知以道

か堀乙

２と和

ら」昭

地に

１番定

番１規

週い

らで、

かまり

先先よ

地

市
幌

前後札
者

理
管

路
道

１４

番番番
１１ 番

ま か先先先 先地地地 地
前後前後

でらで らまか

番番
２５

後

地

後前
らで

かま
先先

地

６

第第

法関 ５ こ

条 律しこ 条

甲協こ

が修第ての

と改
で及財

協に協

きび産号乙定の

事改に議な定

る工を）

も

也）律

縦。法

間達う年
、

には第

覧
第第第

協と ２３４

議き 条 安 条 財 条

体災上、

産産全のは

財

維産制害、甲

の財の財

属の持の）、定又

帰産

次
と

）帰管維異めは

の
と

でらでらで

まかまかま

ら

かまかまかまかまか

らでらでらでらで らでらで

かまかま

て事定

の等修規しいに

と）定
るう）の

す大す行項め

害のい

。模災もな

る規

又

繕旧す項

修復と事

な
公を疑

び業。は

及事る

持常る乙

土むを

共含義

の、

は）管事もは

属理

す３

別に等と第

、理態
。の

のい非る条

紙つの
だ定

面は事た規

図て常
、か

記第にしに

に、態
産わ

の条す財か

載２対

美
区
田
清
市
幌
札

線にる

条
３
丘

が
し

設すた

施）じ

木。生 丁

つ

復要に

害必項

災る事

事生い

旧が

二 業じて

二 費たは

五

協

負は乙

庫合甲

国場、

常災ず

に規非がら

担、

制又応

りの体害、

よ定

び損復

乙産及は急

甲財

絡を工

分分連傷旧

区区

制けそ

るよ体受事

すに
うつ場他

行にたの

。り

地
目

のてで要

もい合必

のし

法そ議

先

等定

和法決

昭方て

、急措

とは緊な

年にす

行

。途要を

る別を置

す

乙るう

甲す



１２３

ん
ゅゅ氏住代位

しし埋

又者 認認 功立 功名表 ん
受 の区 はの を 可可

北 海

の 北

公埋

４

海

有立平 道

水て成

変変変

告 更更更

面に 示 の前後

埋関年 第

容構構立す３

内
造造法る月
工 号

ケケ大事日

道 公 報

施古先地変放

地有

２３

海締設宇並地更水

北取

あ護

道役の郡び先の口

在村古っ岸

電社所泊に
字郡施

株す大宇た

力長
会山水堀泊設

式南る

第

１ 北

港 海

平届札 号 道

成出幌 で 湾
告

者市 告 法
示示年中 第

和３央 し 昭
た月区 外大 号年

日通 郭

号

協
の

。こ

る
附

平定

成は 則
十、
四平
年成
三

所名域置

た 月

名氏 け 年

幌海

平北札北積

日者称
道市道

丹 成海

郡

月区

丹 ３央事

積 年中知
北堀

町
大

し

ーー正の

字 日３

ソソ

律功

式式法ん

ンン年ゅ
認

成成第を

混混
堤堤

ーー第た

ケケ）し
号可

。 ソソ

第

ンン条

英の村大種

社域株村の

字類 雄範

堀
び村 及株 番 囲
字

ウ字
ルに

カび
ロ並

ヘ番

の 第１ 設 律東 施 法

スヘ

丁 改目

し地 第関番 ）に２ 号良
１お

第と
３の

の次
条、

り

月年

十４

九月

日

適
ら

か
日

１

火

す
用

曜

。
る

日

９ 丁

町 ６也

舸 西達

入 条

海

番 北目

番 事９ 知

、 道

１

番
９

、 堀

項
の
定

××規
に
よ
り

６次
、

ロ

り
お
と

枡枡の

カ
ウ 、ル 番
ス
番

３
、番
及
、び 番
番

届
定の

規更
の変

項

に 番

、あ道 りが海 よ出北 に
。 成た事 平っ知
堀

海
北

年

、 達
也

４５

番

年水の

許 面有項

免公３

有
公

日立村
埋町 月

面市

す び面 及

面
水 る

第

也 示
告

達 道

番国

第

及法名

区

び の

平砂積

点積号第

地条 番
成防丹 の

第町 地

年 点

８－ か
ら月

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

点点点点

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

かかかかかか

点点点点

らららららららら

かか

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

点点点点

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

かかかかかか

点点点点

らららららららら

かか

地地地地

のののののの

点点点点点点

地地
ののののの

漁秒角

港

地地地地地 度 原
点点点点点点

かかかかか

＝ららららら 分

と

、の点

３次地
域

５

の

号 び点地 及地の 番

方
角令

向日指

度
分

向
方
の

秒

向向

方方方方方方方方

角角角角

向向向向向向

角角角角

度 度 度度度度度度
分 分 分分分分分分
秒 秒
のの のの 秒秒秒秒秒秒

方方方方 方方 のののの

向向向向向向 向向 方方

向向

方方方方方方方方

角角角角

向向向向向向

角角角角
度度度度 度度度度
分分分分 分分分分

のの秒秒秒秒 秒秒秒秒

方方方方のののの のの

向向 向向向向方方方方

向向

方方方方方

向向向向向 秒 －
の角角角角角 北

方 緯

向度度度 度度 度

分分分 分 、分 分

秒秒秒 ＝の秒
地のののの 秒秒
の 点方方方方 方 向向向向 向 、

東

か点
らと
を

の点だ

先地ん

地の結

番
有でに

公ま線

二水をよ

二面順っ

六

んれ
結ま

に囲
次て

点
地
の

の の

地 地 ののの地の地の の
点点点 点 地地地点地点

点点

地地のの ののの ののの

点 点点点地地 地地地 地

点点 点点

経）
）の のののの

ら点 地地地地 度か地

点点点点

向
分方

び
及域

線区
だた

の



定 成
平認認対

１２３

平 定

成

取 年取象

十 消 ３

四 消 月

年 年区

三 日

北 海

複 北

建数 海

建 道

築
築 平

後

物
基 成

志準
の 支

認
法 年

庁 ３

定 告

を
昭 月

示和
取 第 日

道 公 報

村河備別

部整頓

川 役平基町

方紙場

法 別場成本別役

紙に

をは備

昭 」備年針」に

、お月定、え

和 はえ３

め省お 年 省い
略て日た略い

第

整い河備

川お整
川 備て平基
方
法 基別縦成本

本紙覧
は供３を
昭 方」に年針

を、す月定
和 針

め 年 定省る

め略。日た

号

法
川

河
和

昭

月 番

年

月
十 号日域

九
日

成田

第平虻
郡 －
１年倶

火

月安

号３知

曜

日北北

８町

日 ６６

消 １

し
年
号 支

第。
律た

法
号 庁

第
）

の
条

告

、縦

律 し縦のして

法

５

北に、北覧

第 、覧で

海供別海に

の建す ） 道す紙道供 号

設。と設る 第

建る
部）お部。

１

川公川 第

河り河） 条
る稚 の

、す、 項

課表課

の、で
律 たし）の

法

網
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４５６
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四
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通通
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記様

別号
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見１公
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付施て関の９
と式

等関る定由様
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３
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